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成 果 の 概 要 

【背景・目的】 

膨大な Web 資源の活用ニーズが更に高まる一方で，Web 自体の情報量増加と

そこでの知的活動の高度化・複雑化に伴い，有益情報の発見・収集は困難さを

増している．特に，探索スキル向上の重要性も叫ばれる中，従来からの狭義の

有益情報（点）に加えて，「つながり・流れ」に相当する情報把握が重要となっ

ている．本プロジェクトでは，Web 空間とそこでの探索活動の高度化・複雑化

に注目し，Web ドキュメント間の繋がり，ユーザ側の探索履歴とその変遷・成

果物群などに潜在する「後の活動に活かすべき，多様で可変的な流れ（以降，

複合 STREAM と呼ぶ）」の抽出・視覚化手法の開発に取り組んだ． 

【方法】 

本研究は，主に以下の手順により遂行した． 

・複合 STREAM の実際様態分析 

・複合 STREAM 抽出アルゴリズムの設計 

・プロトタイプの開発 

・検証・知見集約 

【成果】 

実際の知的活動過程に関わる「複合 STREAM とその把握活用の様態」を丁寧に

観察・整理した．これら分析結果に基づいて，複合 STREAM 抽出手法の開発に取

り組んだ．その上で，プロトタイプを設計・実装した． 

 結果として，複合 STREAM 抽出のフレームワークを構築し，提案手法の特徴に

ついて第１段階の検証を行うことができた．また，実験を通して，今後の検討

の参考となり得るいくつかの知見を得ることができた． 

  既存研究の殆どは，特定情報（点，またはその集合）の抽出に主眼を置くも

のである．一部「流れ・つながり」に焦点をあてた研究プロジェクトも，殆ど

が特定情報の静的抽出に止まっているのに対し，複合 STREAM の積極的な抽出に

ついて，新たな可能性を見出すことができたものと考えられる． 
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